
Q1 隣に住む人が夜中にピアノの練習をするの
で、音がうるさく眠れません。どのような解決
方法がありますか？

戸建て住宅の場合は、地域の自治会などに相談して、話合い
による解決のあっせんをしてもらうことが考えられます。マンションな
ら、まずは管理会社に相談してみましょう。さらに、お住まいが区分
所有マンションの場合は、建物の区分所有等に関する法律で、
建物の管理または使用に関して住民（区分所有者）の共同の利
益に反する行為は禁止されています。そこで、マンションの他の住
民からも同様の苦情が多く寄せられているときは、規約で騒音防
止のルールを定めることも一案でしょう。
それでも解決しない場合、ピアノの音が受忍限度の範囲内（客
観的に見て、社会生活上我慢せざるを得ない程度の不快さと考
えられる範囲内）かどうかを検証し、受忍限度の範囲を超えるよう
なら、民事調停、民事裁判の手続により、相手方に対して音量を
下げることや、練習の時間帯を変えること、週あるいは月ごとの練
習回数を減らすことなどの対応を求めることができると考えられま
す。また、損害賠償（不眠症になった場合の医療費、慰謝料の支
払いなど）の請求が認められる可能性もあります。
ただし、判決を得るまでには相当の時間がかかることもあります
ので、当面の措置として、裁判所に仮処分（例えば、裁判の決着
がつくまで、相手方に夜間のピアノ練習をやめるよう命令すること）
の申立てをすることも考えられます。

Q2 自宅の敷地と隣の家の敷地との境界があいま
いになっています。どうすればいいですか？

「境界」は、公法上の境界を意味する場合と、私法上の境界を
意味する場合があり、前者は筆界（ひっかい）と呼ばれることもあり
ます。
公法上の境界は、登記上の土地の区分であり、不動産登記法

で定められた手続をとらず、好き勝手に決めることはできません。
公法上の境界の正確な位置が分からなくなっている場合は、法
務局に筆界特定の申請をするか、裁判所に境界確定の訴えを
提起することが必要です。
これに対し、私法上の境界は、所有権の範囲を区分するもので
す。したがって、関係する土地の所有者全員が合意すれば、自由
にその位置を決めることができます。私法上の境界は、通常は公
法上の境界と一致しますが、私法上の境界を公法上の境界と異
なる位置に設定することも可能です。
関係者との話合いで解決することが困難なときは、裁判所の民
事調停や、民間団体が行うあっせん、仲裁などの裁判外紛争解
決手続（ADR）を利用する方法もあります。それでも解決しないと
きは、所有権の範囲を確認する訴えを提起し、裁判で争うことに
なります。
話合いにより、新たに私法上の境界を定めることについて合意

した場合は、その証拠として、全員で「境界確認書」などの書面
を作成します。この書面には、通常、土地家屋調査士や測量士
といった専門家に作成してもらった測量図を添付しておきます。ま
た、合意の内容に基づいて、現地に境界標を設置します。なお、
無用なトラブルを避けるため、土地の測量や境界標の設置は、関
係者全員の立会いの下で行うべきでしょう。
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（税別）で通話することができます。
※PHS・IP電話からは、03-6745-5600にお電話ください。
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■法テラスでは、IP電話を使用しています。
■おかけ間違いのないよう必ず［050］からダイヤルしてください。

法テラスは国が設立した公的な法人です。
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札　幌 ☎0503383-5555 〒060-0061 札幌市中央区南１条西11-１　コンチネンタルビル８F
函　館 ☎0503383-5560 〒040-0063 函館市若松町６-７　三井生命函館若松町ビル５F
旭　川 ☎0503383-5566 〒070-0033 旭川市３条通９-1704-１　住友生命旭川ビル６F
釧　路 ☎0503383-5567 〒085-0847 釧路市大町１-１-１　道東経済センタービル１F
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宮　城 ☎0503383-5535 〒980-0811 仙台市青葉区一番町３-６-１　一番町平和ビル６F
福　島 ☎0503383-5540 〒960-8131 福島市北五老内町７-５　イズム37ビル４F
山　形 ☎0503383-5544 〒990-0042 山形市七日町２-７-10　NANABEANS８F
岩　手 ☎0503383-5546 〒020-0022 盛岡市大通１-２-１　岩手県産業会館本館２F
秋　田 ☎0503383-5550 〒010-0001 秋田市中通５-１-51　北都ビルディング６F
青　森 ☎0503383-5552 〒030-0861 青森市長島１-３-１　日本赤十字社青森県支部ビル２F
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東　京 ☎0503383-5300 〒160-0004 新宿区四谷１-４　四谷駅前ビル１～３F
神奈川 ☎0503383-5360 〒231-0023 横浜市中区山下町２　産業貿易センタービル10F
埼　玉 ☎0503383-5375 〒330-0063 さいたま市浦和区高砂３-17-15　さいたま商工会議所会館６F
千　葉 ☎0503383-5381 〒260-0013 千葉市中央区中央４-５-１　Qiball（きぼーる）２F
茨　城 ☎0503383-5390 〒310-0062 水戸市大町３-４-36　大町ビル３F
栃　木 ☎0503383-5395 〒320-0033 宇都宮市本町４-15　宇都宮NIビル２F
群　馬 ☎0503383-5399 〒371-0022 前橋市千代田町２-５-１　前橋テルサ５F
静　岡 ☎0503383-5400 〒420-0853 静岡市葵区追手町９-18　静岡中央ビル２・11F
山　梨 ☎0503383-5411 〒400-0032 甲府市中央１-12-37　IRIXビル１・２F
長　野 ☎0503383-5415 〒380-0835 長野市新田町1485-１　長野市もんぜんぷら座４F
新　潟 ☎0503383-5420 〒951-8116 新潟市中央区東中通１番町86-51　新潟東中通ビル２F
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愛　知 ☎0503383-5460 〒460-0008 名古屋市中区栄４-１-８　栄サンシティービル15F
三　重 ☎0503383-5470 〒514-0033 津市丸之内34-５　津中央ビル
岐　阜 ☎0503383-5471 〒500-8812 岐阜市美江寺町１-27　第一住宅ビル２F
福　井 ☎0503383-5475 〒910-0004 福井市宝永４-３-１　三井生命福井ビル２F
石　川 ☎0503383-5477 〒920-0911 金沢市橋場町１-８
富　山 ☎0503383-5480 〒930-0076 富山市長柄町３-４-１　富山県弁護士会館１F

近
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大　阪 ☎0503383-5425 〒530-0047 大阪市北区西天満１-12-５　大阪弁護士会館B１F
京　都 ☎0503383-5433 〒604-8005 京都市中京区河原町通三条上る恵比須町427　京都朝日会館９F
兵　庫 ☎0503383-5440 〒650-0044 神戸市中央区東川崎町１-１-３　神戸クリスタルタワービル13F
奈　良 ☎0503383-5450 〒630-8241 奈良市高天町38-３　近鉄高天ビル６F
滋　賀 ☎0503383-5454 〒520-0047 大津市浜大津１-２-22　大津商中日生ビル５F
和歌山 ☎0503383-5457 〒640-8152 和歌山市十番丁15　市川ビル２F
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広　島 ☎0503383-5485 〒730-0013 広島市中区八丁堀２-31　広島鴻池ビル１・６F
山　口 ☎0503383-5490 〒753-0072 山口市大手町９-11　山口県自治会館５F
岡　山 ☎0503383-5491 〒700-0817 岡山市北区弓之町２-15　弓之町シティセンタービル２F
鳥　取 ☎0503383-5495 〒680-0022 鳥取市西町２-311　鳥取市福祉文化会館５F
島　根 ☎0503383-5500 〒690-0884 松江市南田町60

四
　
国

香　川 ☎0503383-5570 〒760-0023 高松市寿町２-３-11　高松丸田ビル８F
徳　島 ☎0503383-5575 〒770-0855 徳島市新蔵町１-31　徳島弁護士会館４F
高　知 ☎0503383-5577 〒780-0870 高知市本町４-１-37　丸ノ内ビル２F
愛　媛 ☎0503383-5580 〒790-0001 松山市一番町４-１-11　共栄興産一番町ビル４F

九
　
州

福　岡 ☎0503383-5501 〒810-0004 福岡市中央区渡辺通５-14-12　南天神ビル４F
佐　賀 ☎0503383-5510 〒840-0801 佐賀市駅前中央１-４-８　太陽生命佐賀ビル３F
長　崎 ☎0503383-5515 〒850-0875 長崎市栄町１-25　長崎MSビル２F
大　分 ☎0503383-5520 〒870-0045 大分市城崎町２-１-７
熊　本 ☎0503383-5522 〒860-0844 熊本市中央区水道町１-23　加地ビル３F
鹿児島 ☎0503383-5525 〒892-0828 鹿児島市金生町４番10号　アーバンスクエア鹿児島ビル６階
宮　崎 ☎0503383-5530 〒880-0803 宮崎市旭１-２-２　宮崎県企業局３F
沖　縄 ☎0503383-5533 〒900-0023 那覇市楚辺１-５-17　プロフェスビル那覇２・３F

法テラス・コールセンターへのお問い合せの多い
ご質問を紹介します。このほかにも、法テラス・ホー
ムページでよくある質問と答えを紹介しています
ので、ご覧ください。



に伴う損害の賠償金のことで、通路開設の費用、土地の利用料
などが含まれます）を支払わなければなりません。ただし、その袋地
が土地の分割によって生じたものである場合は、土地の所有者が
変わっても、その分割によって生じた他の土地を無償で通行する
ことができます。

Q9 マンション住民専用の有料駐車場に、近所の
人が勝手に自動車を駐めているようです。ど
のような解決方法がありますか？

無断で駐められている自動車の所有者が分かっている場合
は、一定の期限を定めて、その期限までの自動車の撤去や、撤去
するまでに生じた損害の賠償、不当利得（無断駐車をした者が本
来負担しなければならなかったはずの駐車料金について、その支
払いをせずに済んだという利益）の返還を求めることが考えられま
す。これらの要求に相手方が応じなければ、民事調停や民事裁
判の手続を利用する方法もあります。無断で駐められている自動
車であっても、他人の所有物（財産）ですので、勝手に処分するこ
とは許されません。
所有者がはっきりしない自動車については、自動車登録番号

（ナンバープレート上の番号）と車台番号（自動車メーカーなどが
各車両に打刻した番号）をもとに、各地の運輸局で登録事項等
証明書の交付を受ける方法があります。なお、長期間放置されて
いる不審な自動車については、盗難車など、犯罪に関係する車両
である可能性もあるので、最寄りの警察署に相談されたほうがよい
でしょう。
なお、支払いを求める金額が正規の駐車料金と比べて極端に
高額な場合などには、暴利行為にあたるとして、無断駐車をした
者の支払い義務が否定される可能性もあります。

なお、指定された処理方法を守らずに、勝手にゴミ（廃棄物）を
捨てる行為は、不法投棄にあたり、廃棄物処理法（廃棄物の処
理及び清掃に関する法律）に基づく処罰（５年以下の懲役または
１,000万円以下の罰金もしくはその両方）の対象となります。

Q7 隣の家の木の枝や根が、自分の敷地に入って
きています。切り取っても構いませんか？

敷地に入ってきているのが木の枝か、木の根かによって、対応
が異なります。
まず、敷地の境界線を越えて伸びてきた隣の家の木の枝につ
いては、隣の家の人の所有物であることから、勝手に切り取ること
は許されません。この場合は、隣の家の人に切り取るよう請求する
ことができます。
なお、自宅の敷地に落ちてきた果実も、隣家の方の所有物であ

ることに変わりはないので、勝手に処分することは許されません。
以上に対し、敷地の境界線を越えて伸びてきた木の根は、自分

で切り取ることができます。

Q8 隣の家の敷地を通らないと市道に出られない
のですが、住む人が変わってしまい、通行さ
せてもらえません。どうすればよいですか？

民法上、他の土地に囲まれて、公道（国や地方自治体が整備
し、管理する道路）に通じていない土地を袋地といい、袋地の所
有者は、公道に出るため、袋地を囲む他の土地（囲繞地「いにょう
ち」と読みます）にとって最も損害の少ない場所、方法を選んで、そ
の土地を通行することができます。
袋地の所有者が囲繞地を通行する権利（囲繞地通行権）は、

囲繞地に住む人が変わったというだけでは失われません。した
がって、袋地の所有者は、囲繞地に住む人に対し、土地の通行を
妨げる行為をやめるよう請求することができます。相手方との話合
いが進まない場合は、民事調停の手続を利用するか、裁判を起こ
すことになります。
袋地の所有者は、原則として、囲繞地の所有者に償金（通行

われる民事調停の手続や、民間団体による和解の仲介、仲裁、
あっせんなどの裁判外紛争解決手続（ADR）を利用する方法も
あります。

Q5 隣の家との距離が近いため、窓から室内をの
ぞかれそうで心配です。どうすればよいです
か？

民法上、境界線から１メートル未満の距離の間に他人の宅地
を見通すことができる窓を設けた人は、その窓に目隠しを付けなけ
ればなりません。ただし、地域の住民が自主的に守っている決まり
（慣習）がある場合は、その慣習が優先します。
したがって、慣習がある場合はその慣習に基づいて、慣習がな
い場合は民法の規定に基づいて、相手方に目隠しの設置を求め
ることが考えられます。
慣習や民法の規定に基づいて目隠しの設置を求めることがで

きない場合は、例えば、費用を折半して建物と建物の間の空き地
に塀、フェンス、垣根などを設置することができないか、相手方と話
し合うことが考えられます。

Q6 家の前に勝手にゴミを捨てられ困っていま
す。捨てた人に責任を取らせることはできま
せんか？

私有地や私道へ捨てられた廃棄物は、その私有地（私道）の
所有者、賃借人などが処理することになっています。この場合、捨
てた本人や排出した事業者に対し、現物の引取りや、保管費用、
廃棄物処理業者に処理を頼んだ際の手数料の支払いを請求す
ることができると考えられます。
そのゴミが産業廃棄物（事業活動に伴って排出される燃え殻、
汚泥、廃油、廃プラスチック類、ゴム・金属・ガラス・紙・繊維・木材
などのくず、がれき類、動物の死がい・ふん尿など）である場合に
は、産業廃棄物処理業者に回収を依頼し、一般廃棄物である場
合には、市区町村や一般廃棄物処理業者に回収してもらうことに
なります。

Q3 隣にマンションが建ち、日差しが遮られるよ
うになりました。どのような解決方法があり
ますか？

土地や建物の所有者や賃借人は、近隣にビルやマンションが
建ち、それまでと同じ程度の日差し（日照）が得られなくなったときは、
「日照権の侵害」を主張して、損害の賠償（迷惑料の支払いな
ど）を請求することが考えられます。
ただし、失われた日照の量が受忍限度の範囲内（客観的に見

て、社会生活上我慢せざるを得ないと考えられる範囲内）である
場合は、請求が認められないこともあります。
国や地方自治体も、快適な街づくりを目的として、法律、条例な

どで、適度な日照を確保するための種々の規制をしています。例え
ば、建築基準法は、日影が生じる時間の長さなどを基準に、中高
層の建築物の高さの制限を定めています。
なお、日影図（建物が完成した場合に生じる日影の位置や大き

さを、一定の時間帯ごとに図面で表したもの）などから、建物が完
成すればほぼ間違いなく受忍限度を超えるような日照権の侵害が
発生すると判明した場合、裁判所に建築の差し止めを求める仮
処分を申し立てていったん工事を中断させ、建築主に設計の見直
しを求めることも考えられます。

Q4 隣の家から煙や臭いが流れてきて迷惑して
います。どのような解決方法がありますか？

煙や臭いによる身体的、精神的苦痛が受忍限度の範囲内（客
観的に見て、社会生活上我慢せざるを得ない程度の不快さと考
えられる範囲内）に収まらないものであれば、相手方に対し、それ
らの原因を取り除くことや、流出を防ぐための措置（遮へい物の設
置など）を要求することができると考えられます。また、身体的、精
神的苦痛を受けたことについての慰謝料（損害賠償）の請求が
認められる可能性もあります。
まずは、相手方との話合いや、地域の自治会に相談するなどし
て、お互いに納得のいく方法を考えることになります。話合いがまと
まった場合は、後日の証拠として、その内容を書面に残しておくと
安心です。相手方が話合いに応じてくれないときは、裁判所で行


